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【背景・目的】機能性高分子を用いた軽量なソフトアクチュ

エータは、触覚提示デバイスや人工筋肉への応用が期待され

ている[1]。我々はこれまで高機能性ソフトアクチュエータを

報告しており、印加電界に比例した機械的変位を出力できる

ことを明らかにした[2]。一方、当該デバイスに使用される高分

子の重量平均分子量（Mw）が駆動性に与える影響は不明な点

が多い。本研究では、Mwの異なる P(VDF-TrFE)とナノカーボ

ンの複合材料を用いたソフトアクチュエータの駆動性能を明

らかにすることを目的とした。 

【実験方法】PENフィルム(膜厚:25 µm)上に、下部電極として

PEDOT:PSS に酸化グラフェンを添加した溶液をスクリーン

印刷し、150 ℃で 30 minアニールした。次に、駆動層として

P(VDF-TrFE) (Mw: 440, 507, 680 kg/mol)に SWCNTを添加した

溶液をスクリーン印刷し、成膜後に 135 ℃で 1 hアニールし

た。最後に上部電極を下部電極と同様に形成した。 

【結果・考察】作製したデバイスの残留分極値（Pr）と Mw の

関係を Fig.2 に示した。Mw の増加に伴い Pr 値が減少するこ

とが分かった。また、ソフトアクチュエータの変位量を Fig.3

に示した（印加電界は 40 MV/m）。Pr値と同様、Mw と変位量

は相関性が見られた。これは、用いた高分子材料の結晶成長

に由来する分極性が変位量に影響しているためだと考えられ

る[3]。当日は、デバイスの結晶性などの物性値と変位量の関係

性などについても詳細に議論する。 
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Fig.3 Displacement of the proposed 

actuator for each molecular weight in 

applied electric field at 1Hz and 

40MV/m. 

Fig.1 Schematic illustration of a soft 

actuator. 

Fig.2 Remanent polarization value 

for each molecular weight. 
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